第3回通常総会　第1号議案　2003年度事業報告

第５回総会　第1号議案　2005年度事業報告


＜第1号議案＞


　　　2005年度事業報告（案）

特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ

期間　2005年５月１日～2006年４月30日


１　概況報告

１　2005年度基本方針と概況

本会結成時の基本方針として、「市民が主体になった社会づくりをする」、すなわち、「市民的公共」を実現・発展させていくという考えがあります。

この方針にたって、特に、ＮＰＯ・まちづくりの草の根活動（現場性）の大切さを認識し、その支援を重点的に展開してきました。しかし、多くのＮＰＯは未だ脆弱な組織基盤にあり、社会的役割を効果的に果たしていくには多くの課題があります。

2005年度は、こうしたＮＰＯの実像を明らかにすること、行政や制度との関わりを検証し、ＮＰＯの意義とは何か、社会が協働してＮＰＯを育てていく仕組みはどうあるべきかを基本テーマとしました。

一方で、ＮＰＯ・まちづくり活動をより発展させていくための、新たな資源とのマッチングも目指しました。定年を控えた団塊世代のＮＰＯとの接点づくり、より広く情報を届けるための市民メディアの創設、企業とのパートナーシップ、農山村と都市をつなぐことによる持続可能な共生の社会づくりという観点から、幾つかの実験事業を行いました。

今年度の特徴的な活動を挙げれば、①県内ＮＰＯ法人の実態についての調査を広く共有し、社会的支援や協働の必要性についての協議を推進したこと、②市民・行政の協働による住まいづくり・地域づくり、及びその手引きづくりに取り組んだこと、③「移動サービス」「小規模・多機能・地域密着型デイサービス」等、福祉制度改革によって多大な影響を受けるＮＰＯが、継続的に活動し、かつ、地域の人々のニーズに応えるＮＰＯらしさを維持していくための研究・支援に関係ネットワークと共に取り組んだこと、④「愛・地球博」で市民放送局を開設し、市民メディアの実験プロジェクトを行ったこと、⑤中部環境パートナーシップオフィスという、持続可能な社会づくりのための新しい＜市民＞＜企業＞＜行政＞の協働の拠点の運営に着手したこと、⑥行政・企業と協働して、団塊世代をＮＰＯ活動にマッチングさせる事業の開発を行ったこと、等があります。

これらの活動は、ＮＰＯがより社会に根づき発展していくための仕組みづくりの意味を持っており、改めてその重要性を実感していますが、同時に、これらの取り組みから社会的な成果を生み出していくためには、事業の継続性が必要で、実施のための組織体制・財政基盤、中長期的な洞察と展望が課題であることを痛感しています。

今年度の事業から、こうした現状と課題を受けとめた上で、本会に求められる役割を整理・再構築し、中間支援組織としてどう運営していくのか、骨格を作っていくことが、これからの課題であると受けとめています。

２　事業展開に関して　　

１）研修事業；　ＮＰＯの様々な発展段階や活動形態に応じた多様な研修内容

「ＮＰＯ法人設立」「会計」関連について、事業報告書セミナー等の研修とセットした形で、教材の整備・活用を行いました。また、今まで発行・普及してきたＮＰＯ会計テキストシリーズをベースに、出版作業に取り組みました。「ＮＰＯの様々な発展段階や活動形態に応じた」という点については、「コミュニティ・ビジネス」をテーマにした研修、小規模ＮＰＯの会計個別支援の仕組みづくりに新たに着手しましたが、他方、マーケティングや中長期ビジョンづくりをテーマにした研修については、実施できませんでした。

▼1-1-①　事業報告書セミナー、▼1-1-②　地域ビジネス担い手育成セミナー　、▼1-3-①　ＮＰＯ会計ソフト普及事業　、▼1-3-②　ＮＰＯ会計手引書発行事業　、▼1-3-③　会計ボランティア育成

　２）啓発・情報提供事業；　効果的な啓発・情報提供のための仕組み
「必要な人に必要な情報が届く」を目標に、対象者の特性ごとに分類した10グループのメーリングリストを作成し、発信インフラを整備しました。また、各事業の進捗状況に合わせた即効性のあるホームページの更新を行ったことで、アクセス数も増加しました。
▼2-2-①　ホームページによる情報提供　、▼2-2-②　ＦＡＸ・E-mailによる情報提供　　

　３）研究調査・提言事業；　ＮＰＯ発展やまちづくりへの実践的な提言
　「ＮＰＯの財政」と「制度改革下での福祉ＮＰＯの役割と事業展開」の２つのテーマから、運営の安定と同時にＮＰＯらしさを維持しながら発展していくことをテーマに掲げ、調査やそれを土台にした協議を実施し、提言を行いました。また、ＮＰＯと行政の協働のまちづくりをテーマとした協議を行い、提案や手引書にまとめる取り組みを行いました。
▼3-1-①　内閣府・地域再生計画「名古屋市における地域福祉型福祉サービスの調査研究」、▼3-2-③　ＶＮＳ総会・記念スピーチ「データから見る愛知県のＮＰＯ法人の実態」、▼3-2-①　あいち住まい・まちづくりマスタープラン検討報告書作成（地域ワークショップ運営）、▼3-1-③　名古屋市の「特色のある区づくり推進事業」における「手引き書」策定、▼3-2-②　パークアンドライド推進モデル事業「東部丘陵線（リニモ）活用方策検討モデル事業」

　４）相談・助言事業；　「福祉系ＮＰＯ」「立ち上げ期のＮＰＯ」への支援
　あいちＮＰＯ交流プラザでの相談・助言活動を通して、特に立ち上げ期のＮＰＯ、小規模のＮＰＯへの相談・助言に対応すると共に、各市町村にて相談会を設け、地域のＮＰＯ支援センターと協働しながら、地域のＮＰＯへの相談対応も実施しました。
▼4-1-②　愛知県ＮＰＯアドバイザー設置事業　個別相談／法人格取得後セミナー／事業報告書セミナー　

　５）人材交流・ネットワーク事業；　市民メディアの開設、ＮＰＯの拠点づくり、団塊世代の人材活用によるＮＰＯ・まちづくりの推進
　インターネットによる市民放送局を開設し、市民メディアの実験プロジェクトを行いました。「なごやボランティア・ＮＰＯセンター」に引き続き、「中部環境パートナーシップオフィス」の管理運営を受託し、ＮＰＯ・企業・行政の協働による持続可能な地域社会づ

くりに取り組みました。団塊の世代の退職後を展望し、ＮＰＯやまちづくり活動への参画を図るための実験的な交流事業に企業・行政と連携しながら、取り組みました。

　　▼5-1-②③　「万博市民放送局事業」（ドキュメンタリーＸ／市民メディアネットワーク）、▼5-1-④　トークイベント「21世紀における市民映像・市民メディアの可能性」企画運営、▼5-4-③　なごやボランティア・ＮＰＯセンター管理運営、▼5-4-④　中部環境パートナーシップオフィス管理運営、▼5-3-①　団塊世代のキャリアを活かすモデル開発プロジェクト

６）事務局代行業；　「移動ネットあいち」等、ＮＰＯ・ネットワーク組織への運営支援
　「医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海」「市民とメディア研究会・あくせす」に加え、福祉有償運送が制度化される中で、非営利団体がサービスを継続するための仕組みづくりに取り組むネットワーク「移動ネットあいち」の事務局・事業運営を担いました。

▼6-1-①（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海、　▼6-1-②　市民とメディア研究会・あくせす、▼6-1-③（特）移動ネットあいち

３　組織運営に関して　　

　「人」「情報」「資金」の３点について、組織運営強化に努めました。
１）人のマネジメント；　専門化・多様化に対応できるコーディネート機能強化

　専門化・高度化する事業に対応すべく、外部の人材やＮＰＯのネットワークと積極的に協働し、質と拡がりの確保に努めました。また、そうした専門化・多様化した事業を効果的に運営するため、コーディネーターとしてのスタッフの位置付けを明確化しましたが、機能的に展開しきれていない事業もあります。

２）情報のマネジメント；　情報発信のインフラ・拠点づくりは進んだが・・

　情報をできるだけ公開し、共有するという姿勢で、ホームページのこまめな更新、メーリングリストの整備など、情報発信のシステム強化を進めました。しかし、必要な情報を必要な人に届けるには不充分な点もあり、発信回数も少なかったことが、今後の課題として残っています。広報ビデオ、パンフレット更新も次年度の課題になりました。
３）資金のマネジメント；　施設管理運営、ＮＰＯとの契約事業の拡大

　施設管理運営事業が２つになったこと、福祉のネットワークとの委託・契約事業も拡大したことにより、一定程度、財源の安定化を進めることができました。しかし、継続的な資金の確保や、委託事業、助成事業を計画的に確保するには至っていません。また、手元資金を確保するための方策についても未解決の状況にあります。


２　事業報告　　

Ⅰ；特定非営利活動


研修事業
１－１　ＮＰＯセミナー事業

①事業報告書セミナー

【目的】　　ＮＰＯ法人のアカウンタビリティの向上・社会への信頼を高めるために、事業報告書作成に関わる勉強会を開催する。（本年度は、愛知県ＮＰＯアドバイザー設置事業の一環で行った。

②地域ビジネス担い手育成セミナー

【目的】　　地域ビジネスの担い手を育成する講座を開催することを通して、まちを元気にする仕事の創出を支援する。

【内容】　　基礎講座、実践講座を各２回実施した。企業のノウハウを学ぶのに加え、先輩起業家を招いてのパネル・ディスカッションや、グループワーク、個別アドバイスシートを用いた指導など、効果的な参加型学習を実施した。

【実施日・講師・参加者】　　
	基礎１
	5月28日
	地域ビジネスとは何か他　／　武長脩行、岡田敏克
	11名

	基礎２
	6月4日
	事業構想「オンリーワンの事業づくり　／　岡田敏克
	12名

	実践１
	6月11日
	先輩起業家から学ぶ「起業マインド」と「経営資源」

　藤森文江、大河内奈緒美、夏目　学、岡田敏克
	9名

	実践２
	6月26日
	起業の際の諸手続きと実務／大木一夫、三島知斗世、岡田敏克
	11名


【場所】　　　基礎１；豊橋市民センター、その他；豊橋商工会議所　

【実施形態】　愛知県産業労働部就業促進課委託事業　

【事業費】　　◎収入　798,525円　　　　◎支出　832,110円
【評価】　　 各人の起業のための研修効果に加え、東三河をもっと魅力的な地域に、との観点から農山村部の商品を豊橋で販売する実験も行われ、広い視野を持ちつつ、自らの地域ビジネスを位置付けていきたいという動きを支援できた。

③東郷町町民活動センター登録団体意見交換会及びＮＰＯ基礎理解講座　
【目的】　　東郷町町民活動センター設立2周年を経て、登録団体同士が、活発な活動をしていくための課題と支援施策について話し合い、基本的な組織運営力を学ぶ。

【内容・実施日】　Ａ　意見交換会　　延べ22名参加　

自分たちの活動の現状・課題の中から「どんな学習の機会が必要か」「行政に期待したい支援策は何か」について話し合った。

　　　　　　　 06年１月12日（午前の会／午後の会）、１月14日の計3回
Ｂ　ＮＰＯ基礎理解講座　　　延べ31名参加

①ＮＰＯ基礎理解／人を集め活かす力をつけよう　06年2月12日

②共感を呼ぶ広報力をつけよう　06年2月26日

③ボランティア・ＮＰＯとお金について考えよう　06年3月18日

【実施形態】　　東郷町委託事業

【事業費】　◎収入　498,750円　　　　◎支出　463,265円　　　◎支出　144,589円　

【評価】　　意見交換会で、同町の市民活動の現状に即した支援策のポイント（ネットワーキング、啓発、運営支援、情報循環、連携・協働）を整理することができた。

１－２　まちづくりセミナー事業

①富加町まちづくりセミナー

【目的】　　　住民の力で地域づくりを行っていくためのセミナーを開催する。05年度からの継続支援事業。

【内容】　　　住民がまちづくり事業計画を策定･実施するための、ワークショップ型セミナーの開催と準備について助言を行った。
【実施日・場所】 セミナーは06年3月12日・富加町ホール。準備会議；4回・役場会議室
【参加者】　　　富加町でまちづくりに携わる人　延べ約100名　

【実施形態】　「富加町まちづくりの会」委託事業　

【事業費】　　◎収入　210,000円　　　　◎支出　54,942円　　◎支出　55,414円　
②ＮＰＯ等と行政との意見交換会（江南市）

【目的】　　江南市の今後のまちづくりをＮＰＯ・ボランティアと行政とが協力して行っていくための相互理解を深め、協働の方策を話し合う。
【内容】　　4つの分科会を設け、協働の経験、ＮＰＯ・行政各々の特色、今後の協働に向けてのアイディア等を話しあった。

【実施日・場所】　　06年2月4日／愛知江南短期大学

【参加者】　　　　江南市のＮＰＯ等関係者42名、市関係者35名　　

【実施形態】　　江南市から愛知江南短期大学への委託事業に協力（企画相談・講師派遣・記録）

【事業費】　　◎収入　100,000円　　　　◎支出　66,850円　　◎支出　68,062円　
【評価】　　様々な領域のＮＰＯと行政部署からの参加を得て、相互理解のはじめの一歩となった。「市民への情報提供」「空家・空き店舗を活用した人々が集う場づくり」など、協働してまちづくりを進める具体的な提案も出された。

１－３　ＮＰＯ会計ソフト・手引書発行事業

①ＶＮＳ会計ソフト普及

【目的】　　小規模ＮＰＯ法人でも使用しやすく、また所轄庁への必要書類が作成できる会計ソフトの普及を通して、ＮＰＯのアカウンタビリティ向上を支援する。

【内容】　　　会計ソフトのＰＲ、販売、ユーザーサポートを行った。
【利用者】　　全国のＮＰＯ法人関係者・税理士など　2005年度普及数131本　
【事業費】　◎収入　1,237,740円　　　　◎支出　913,316円　　　◎支出　923,904円　

②ＮＰＯ運営手引書発行

【目的】　　ＮＰＯ法人の会計、税務、運営に関するテキストを発行・普及し、ＮＰＯの運営能力の強化・アカウンタビリティの向上を支援する。

【内容】　　これまで、「基礎からよくわかるＮＰＯ会計シリーズ」として発行してきた、５冊のテキストをまとめたものに「固定資産編」「区分経理編」を加えた書籍、『完全マスター　基礎からわかるＮＰＯ会計』の出版に向けて、編集作業を行った。書籍は、06年6月出版予定。
【利用者】　　全国のＮＰＯ法人関係者など　2005年度普及数387冊（従来版）　
【事業費】　◎収入　387,000円　　　　◎支出　289,586円　　　◎支出　294,261円　

【評価】
出版予定の書籍の普及にシフトしているため、従来のテキストの販売数は減っているが、書籍への問い合わせは多い。より分かりやすいＮＰＯ会計手法の情報を求める声は高く、今後も継続して取り組むべき課題である。

③会計ボランティア育成

【目的】　管理運営部門の担当者を専任でおくことができない小規模ＮＰＯの会計を支援することを目的とし、(特)ボラみみより情報局と協力して「会計ボランティアによるＮＰＯ支援」の仕組みづくりを開始した。

【内容】
仕組みづくりへの第一歩として、会計ボランティアを育成するためのセミナー「ＮＰＯ会計　はじめのいっぽ！」を06年3月25日に開催した（一般参加も受け入れ、ボランティア7名、一般27名が受講）。

【実施形態】　　セミナーは、(特)ボラみみより情報局、なごやボランティア・ＮＰＯセンター、本会の三者共催。

【事業費】　◎収入　26,050円　　　　◎支出　10,004円　　　◎支出　10,317円　


啓発・情報提供事業
２－１　啓発事業

①ＮＰＯ・まちづくり関係ライブラリーの運営

【目的】　　市民活動・まちづくり活動の理解・啓発を図るため、書籍を収集し、貸出を行う。

【蔵書数】　1,071冊

【実施日】　　通年

【事業費】　◎収入　　0円　　　　◎支出　　0円　　　　◎支出　　0円　　（管理費の中で計上）
２－２　情報提供事業

①ホームページによる情報提供

【目的】　　市民活動・まちづくりに関する理解、参加、運営の向上を図り、本会の活動の理解を促進するため、情報を蓄積・提供する。

【内容】　　本会の活動紹介と報告、ネット上での基礎講座、市民活動のイベント・研修情報、まちづくりシアターなど。随時更新（月に数回）。

【アクセス数】　　累積96,223件（06年4月30日現在、月に約1,660件）

【事業費】　　　◎収入　0円　　　◎支出　　0円　　◎支出　0円　　（管理費の中で計
【評価】　　各事業の進捗状況に合わせて速報性のある更新を行ったことで、アクセス数も昨年に比較して増加した。
②ＦＡＸ・E-ｍａｉｌによる情報提供

【目的】　　市民活動・まちづくりに関する理解、参加、運営の向上を図るため、有益な情報を提供する。

【内容】　　イベント・研修情報、市民参画の促進、行政との協働、助成金情報など。

【実施日】　　05年5月、10月、12月、06年1月の計４回

【送付先】　　◎会員　　メール125通、郵送2通、ＦＡＸ35通

◎その他　メール約1,850通、ＦＡＸ200通～1,850通（内容により選別）
【事業費】　◎収入　　0円　　　　◎支出　　0円　　　　　　　　　◎支出　　　0円　　
【評価】　　　必要な人に必要な情報が届くように10グループのメーリングリストを整備した。
③東区人権啓発事業（トイレマップ・ホームページ作成）

【目的】　　障害者、高齢者、子どもなどを対象とし、東区内のトイレ情報を広報することにより、社会参加を促進する。

【内容】　　東区社会福祉協議会のボランティアらが作成した冊子「東区トイレマップ」の内容を04年度にホームページ化した事業に関する、保守・改善業務。

【URL】　 http://www.higashi-fukushi.com/toilet/index.html
【実施日】　　05年4月～06年3月

【実施形態】　名古屋市東区社会福祉協議会委託事業
【事業費】　◎収入　　　170,000円　　　　◎支出　178,594円　　　　　◎支出　180,648円　
④リニモＷｅｂページ保守業務

【目的】　　05年度に作成した同ホームページの保守。

【内容】　　リニモ（東部丘陵線）の運行情報などを提供するWebの保守業務。

【URL】　
http://www.linimo.jp/
【実施日】　　05年8月

【実施形態】　愛知高速交通株式会社委託事業
【事業費】　◎収入　　　170,000円　　　　◎支出　178,119円　　　　　◎支出　180,173円　


研究調査・提言事業
３－１　研究調査事業

①内閣府・地域再生計画「名古屋市における地域福祉型福祉サービスの調査研究」

【目的】　　名古屋市内の小規模・多機能・地域密着型のデイサービスを調査し、地域福祉資源としての意義と発展のための方策をまとめる。

【内容】　以下の9法人14事業所の調査を行い、「サービスの質」「地域社会での役割」「経営」の観点から現状分析し、発展のための提言をまとめた。

【調査事業所】　宅老所はじめのいっぽ／デイサービスさくら／白働塾いきいき／デイサービス花いちもんめ＜平田＞／同＜栄生＞／同＜天神山＞／デイサービスかくれんぼ／同＜茶屋が坂＞／いつでも夢を／デイ夢愛／ミニデイサービスほっとポケット／デイサービス極楽／デイサービスうばこやま／デイサロン松栄
【実施日】　　05年8月～06年3月　　　　

　　　　　　　同調査報告フォーラムを3月4日に東別院会館にて開催。参加者70名。

【実施形態】　内閣府・地域再生計画市民活動団体支援総合事業として名古屋市が申請。本会受託。
【事業費】　◎収入　　5,000,000円　　　　◎支出　4,959,765円　　　　◎支出　

【評価】　　06年の介護保険制度改正によって小規模多機能型居宅介護が制度化されるにあたってモデルになったＮＰＯの小規模デイであるが、新制度には制度設計上の問題があること、開設期の社会的な支援が必要であること等が明らかになった。調査内容は報告書（Ａ4版213頁）にまとめ、議論の普及に努めた。

②平成17年度小規模治山事業（緑の人材活用森林整備）調査委託事業

【目的】　　
林業労働力の確保、山村地域への定住化や活性化を促進する「小規模治山事業」を推進するための基礎調査を行う。

【内容】　
トヨタ自動車㈱及び同社の団塊世代社員を対象に、森林整備事業に関するアンケート調査とヒアリングを実施し、調査報告をまとめた。

【調査協力者】　トヨタ自動車㈱・トヨタボランティアセンター。

対象は昭和21年から25年生の同社社員の方。
【実施形態】　（財）愛知県林業振興基金委託事業

【実施日】　　　調査：05年10月1日～12月10日
【事業費】　◎収入　　892,500円　　　　◎支出　　739,675円　　　　　　　　◎支出　

③名古屋市の「特色のある区づくり推進事業」における「手引き書」策定

【目的】　　
名古屋市が2000年度から取り組んでいる標記事業の総括･点検を行い、今後の活動推進への「手引き書」を作成する。

【内容】　
市内16区で約50の標記事業について、中心となって活動している市民と行政担当者が4グループに分かれてワークショップを行い論点を提出した後、関係者全体が参加するフォーラムを開催した。ここで出された論点や意見を整理し、今後の活動への「手引き書」を作成した。
【実施日・場所】　　　05年9月～06年3月　　フォーラム；12月3日・中区役所
【実施形態】　名古屋市委託事業

【事業費】　◎収入　1,177,000円　　　　◎支出　　1,089,761円　  ◎支出　837,939円

④ＮＰＯ法人データベース作成プロジェクト
【目的】　　ＮＰＯ法人の事業報告書等は所轄庁などで公開されているが、閲覧者が少なく、情報が有効に活用されていない。そこで、全国のＮＰＯ法人の財務情報をデータベース化して公開するという大阪大学の取り組みに協力することにより、ＮＰＯ法人が提出した財務データへのアクセスを容易にするとともに、全国のＮＰＯ法人の比較可能なデータセットの提供を行う。

【内容】　愛知県内のＮＰＯ法人の事業報告書を収集し、データ化した。

【実施日】　　06年6月～9月

【実施形態】　　大阪大学ＮＰＯ情報研究センターの研究プロジェクトに参加協力　

【調査協力者】　愛知淑徳大学学生インターン　７名
【事業費】　◎収入　　80,880円　　　　◎支出　　62,997円　　　　◎支出　64,119円

３－２　研究会・シンポジウム開催
①あいち住まい・まちづくりマスタープラン検討報告書作成（地域ワークショップ運営）
【目的】　　　愛知県が策定する「住まい・まちづくりマスタープラン」へのＮＰＯによる提案を、ワークショップを通じてまとめる。

【内容】　　　県内で住まい・まちづくりに取り組むＮＰＯが尾張、西三河、東三河の3ケ所に各々参加し、「安心安全」と「魅力ある住環境」をテーマにワークショップを実施し、まとめの会議を行って提案を整理した。
【実施日・場所・参加者】　05年12月10日
（尾張ブロック）・東桜会館・53名


　　06年1月21日
　（西三河ブロック）安城市民活動センター・35名


　　06年2月2日
　（東三河ブロック）豊橋市職員会員・49名


　　06年2月19日
　（まとめの会議）　名古屋市公会堂・23名
【実施期間】　
05年11月～06年3月

【実施形態】　(財)愛知県建築住宅センター委託事業
【事業費】　◎収入　1,599,990円　　　　◎支出　　1,519,699円　  ◎支出　1,370,593【評価】　　　地域ワークショップから25、まとめの会議から4、合計29の提案が出された。
②パークアンドライド推進モデル事業「東部丘陵線（リニモ）活用方策検討モデル事業」

【目的】　　地域の交通について地域の人たちと事業者･行政がともに考えることにより、パークアンドライド事業の検討を行うと共に地域協働についての教訓を引き出す。

【内容】　「リニモの利用促進とリニモの地域づくりへの活用」をテーマにしたフォーラム、及び、パークアンドライドと公共交通の有効活用に関するワークショップを開催（5回）した。それらの討論記録をまとめるとともに、住民・事業者・行政が参加する地域協働組織の立ち上げを支援した。

【実施日・場所・参加者】　　05年9月～06年2月

フォーラム： 11月3日・愛知工業大学・約180名参加。

基調講演は加藤博和名古屋大学大学院環境学研究科助教授。

ワークショップ： 

05年11月3日（約30名）、同19日（41名）、同26日（32名）、06年1月21日（39名）、同28日（34名）、㈱愛知高速交通会議室などで開催。

【実施形態】　
愛知県委託事業

【事業費】　　◎収入　1,628,700円　　　　◎支出　　1,539,713円　  ◎支出　

【評価】
本事業の成果として06年5月現在、ゆるやかな市民ネットワークである「リニモねっと」と、事業展開を担うＮＰＯ法人の設立作業が進行した。
③ＶＮＳ総会・記念スピーチ「データから見る愛知県のＮＰＯ法人の実態」　
【目的】　　馬場氏が行った2003年度事業報告書の集計結果から見えてきた、県内ＮＰＯ法人の事業内容・収支構造・行政との協働等視点から、実態を報告し、今後のＮＰＯの発展の方向性について議論する。

【内容】　馬場英朗（公認会計士／日本ＮＰＯ学会監事／本会監事）による講演と質疑応答。

【実施日・場所・参加者】　　　05年６月25日・椙山女学園大学・41名

【事業費】　◎収入　　12,000円　　　　◎支出　　　11,111円◎支出　11,111円

④あいち協働ルールブック推進フォーラム・分科会「ＮＰＯの実態と協働のルール～よき社会づくりのために」企画運営

【目的】　　ＮＰＯと行政のよりよき協働を考えるために、あいちのＮＰＯの現実を「ひと」「お金」「将来ビジョン」を柱に提示し、実態に即した協働のあり方を議論する。
【内容】　
	報告１「ひと」
	知多半島の福祉ＮＰＯの雇用力調査
	松下典子

	報告２「お金」
	県内ＮＰＯ法人の2003年度事業報告書調査
	馬場英朗

	報告３「ビジョン」
	ＮＰＯの将来展望に関する調査
	三島知斗世


　　■司会；武長脩行（椙山女学園大学教授）

■コメンテーター；今田　忠（日本ＮＰＯ学会会長）

【実施日・場所・参加者】　　05年8月3日・あいちＮＰＯ交流プラザ・90名

【実施形態】　愛知県社会活動推進課とＮＰＯ4団体が協働開催した「あいち協働ルールブック推進フォーラム」において、(特)地域福祉サポートちたと分科会を共催した。

【事業費】　◎収入　　0円　　　　◎支◎支出　　3,734円出　3,734円

３－３　研究レポート「ボラネイ★キャラバン」発行事業　
①研究レポート「ボラネイ★キャラバン」発行事業
【目的】　　各種セミナー、講演会、研究調査等で学んだ内容の要点などをレポートとして発

行し、情報の共有を図る。発行数400部。

【内容】　vol.10「地域防災とまちづくり　自治体・町内会、ＮＰＯ・ボランティア団体、行
政の協働をどのようにつくるか　～先進事例から学ぶ」05年12月20日発行

【事業費】　◎収入　25,900円　　　◎支出◎支出　　25,670円　26,168円

３－４　各種審議会等参画　

①各種審議会等参画
【目的】　　各種審議会・委員会への参画を通して、ＮＰＯの発展や市民主体の社会づくりに向けて提言を行う。

【審議会名】　①中部環境パートナーシップオフィス運営協議会

②東海電子自治体会議（名古屋市などからなる実行委員会）

③あいち新世紀自動車環境戦略会議（愛知県）

④愛知県住まい・まちづくりマスタープラン検討委員会（愛知県）

⑤愛知の美しい景観づくり懇談会（愛知県）

⑥ぎふ・ＮＰＯプラザ（仮称）検討委員会（岐阜県）

⑦ＮＰＯと行政の協働に関する実務者会議（愛知県）

⑧愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員会（愛知県社協）

⑨名古屋市「大人の知の拠点」づくり検討調整会議（名古屋市）

⑩名古屋市行政評価委員会

⑪名古屋市上下水道局用地空間利用検討委員会（名古屋市）

⑫なごや環境大学運営委員会（名古屋市）

⑬名古屋市福祉有償運送運営協議会

⑭名古屋市地域福祉計画策定委員会（名古屋市）

【事業費】　　◎収入　　0円　　　　◎支◎支出　　0円　出　　　0円　　（管理費の中で計上）


相談・助言事業
４－１　ＮＰＯ法人設立・運営相談事業
①ＮＰＯ法人設立・運営相談

【目的】　　ＮＰＯ法人設立や市民団体の運営、まちづくりに関する諸問題について無料＆有

料相談を行う。

【内容】  電話・ＦＡＸ・E-mail・来訪などで、計117件の相談に対応。

【事業費】　◎収入　107,250円　　　　◎支出　　99,339円　　　◎支出　98,310円 

【評価】　　相談の結果、会計の個別支援が１ケース生じた。今後、これを発展させ、会計ボランティアによる個別団体支援を立ち上げることを予定している。

②愛知県ＮＰＯアドバイザー設置事業・専門相談

【目的】　　愛知県内のＮＰＯからの相談を通して、健全なＮＰＯの運営支援を行う。

【内容】  主に会計・労務・組織マネジメント等の相談に対応。相談件数170件。

　　　　法人格取得後セミナー（4回）、事業報告書作成セミナー（6回）も開催。

【実施日・場所】　個別相談は年間52回、47回はあいちＮＰＯ交流プラザ。内、5回は、愛知県内の各地域への出張相談（半田市、岡崎市、春日井市、豊橋市、瀬戸市）

	日　付
	セミナー内容
	場所
	参加者数

	2005年6月25日
	法人格取得後セミナー
	あいちＮＰＯ交流プラザ
	18名

	2005年9月26日
	法人格取得後セミナー
	あいちＮＰＯ交流プラザ
	12名

	2005年12月26日
	法人格取得後セミナー
	あいちＮＰＯ交流プラザ
	3名

	2006年1月14日
	事業報告書作成セミナー
	半田市福祉文化会館
	7名

	2006年1月28日
	事業報告書作成セミナー
	岡崎市北部地域交流センター
	10名

	2006年2月4日
	事業報告書作成セミナー
	高蔵寺ふれあいセンター
	9名

	2006年2月18日
	事業報告書作成セミナー
	豊橋市ボランティア情報センター
	9名

	2006年3月6日
	事業報告書作成セミナー
	パルティ瀬戸
	15名

	2006年3月13日
	法人格取得後セミナー
	あいちＮＰＯ交流プラザ
	11名

	2006年3月20日
	事業報告書作成セミナー
	あいちＮＰＯ交流プラザ
	30名


【実施形態】　　愛知県県民生活部社会活動推進課委託事業　　

【事業費】　◎収入　919,884円　　　　　◎支出　　978,363円◎支出　　899,747円

【評価】
相談の稼働率80％以上、愛知県が行った相談者に対するアンケートでの満足度評価も100％と、高い評価が得られた。また、相談を受けることで、ＮＰＯがかかえる課題などの情報を得ることができたほか、行政職員との交流も進んだ。
４－２　　コーディネート・企画相談事業
①なごや環境大学市民講座情報コーナー受付業務
【目的】
「環境首都・なごや」「持続可能な地域社会」を支える、人づくり・人の輪づくりを行う環境学習運動のネットワークを支える。

【内容】
同実行委員会が企画・運営する講座の受付、市民からの問合せ対応等を行う。
【実施日】　　　05年5月1日～06年3月31日／06年度も継続

【場所】
　名古屋市環境学習センター「エコパルなごや」

【実施形態】　　なごや環境大学実行委員会委託事業。（特）パートナーシップ・サポートセンターと共に、業務を分担した。

【事業費】　　◎収入　　1,433,784円　　　　◎支出　　1,358,295円　1,309,227円　
②なごや環境大学万博記念事業ブース出展コーディネート

【目的】 「愛・地球博」開幕１周年を記念したイベントにおいて、なごや環境大学に参画している環境市民団体等のブース出展をコーディネートした。
【内容】　　出展団体　①同実行委員会、②名古屋気温測定調査実行委員会、③seRection、④

大将ケ根ざわざわ森クラブ、⑤(社)名古屋建設業協会、⑥㈱山田組、⑦グリーンコンシューマー名古屋、⑧アースネットなごや、⑨名古屋自然観察会、⑩エコプラットフォーム東海、⑪うみがめいるかまもり隊

【実施日・場所】　　準備；06年2月～3月　出展；3月25日、26日・アスナル金山
【実施形態】　　なごや環境大学実行委員会委託事業

【事業費】　◎収入　　549,360円　　　　◎支出　　443,732円
③「愛知万博開幕一周年 県民の集い」ＮＰＯブース出展コーディネート

【目的】　　愛・地球博で活躍したＮＰＯへの評価を社会的に定着発展させるためのイベントに協力した。

【内容】　　愛知県国際博推進室が開催する標記事業へのＮＰＯのブース出展をコーディネート。
【実施日】　　準備；06年2月から3月　　集い；3月25日・愛知県体育館

【実施形態】　 愛知県国際博推進局主催の事業に協力　

【事業費】　　◎収入　　25,000円　　　　◎支出　　33,504円　
④福祉ＮＰＯネットワーク・コーディネート（介護たすけあいフォーラムin愛知）　

【目的】　　介護たすけあい活動のネットワーク組織である市民協愛知が行う「介護たすけあいフォーラムin愛知」の運営・開催への協力を行った。参加者約50名。

【内容】　　●基調講演・報告
「介護保険制度改革について」（中野孝浩氏／厚生労働省老健局振興課　課長補佐）
「市民活動の現状と展望」（田中尚輝氏／(特)市民福祉団体全国協議会　専務理事・事務局長）
「ＮＰＯ法人ぬくもりたんぽぽの会・紹介」

　　　　　　　講演者（桑山和子氏／（特）ゆくもり福祉会たんぽぽ会長）
　　　　　　　討論者（矢澤久子氏／（特）ネットワーク大府理事長）
　　　　　　　討論者（村居多美子氏／（特）介護サービスさくら理事長）
　　　　●分科会　①「これから始める人のために」　②「心身機能活性運動への期待」　

【実施形態】　■主催；市民協愛知（介護たすけあいフォーラムin愛知実行委員会）

■共催；(特)市民福祉団体全国協議会（市民協）、全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）愛知県本部、(財)さわやか福祉財団、(社)長寿社会文化協会ＷＡＣ
■後援；愛知県、名古屋市

【事業費】　◎収入　　100,000円　　　　◎支出　　30,256円
⑤ＮＰＯ研修事業コーディネート（伏見の会）　

【目的】　　名古屋市及び周辺地域の福祉ＮＰＯの質の向上、経営強化、仲間づくりを目指したネットワークで、その会議・事業への協力を行った。

【内容】　伏見の会は10月14日にＮＰＯ法人認証。05年度は主に名古屋市における地域福祉型福祉サービスの調査研究に参画し、デイ事業の課題・展望について議論した。

【実施日】　　同調査の準備会・委員会； 05年5月7日、6月15日、7月11日、8月31日、9月21日、9月30日11月22日、12月20日、06年1月19日、2月17日。
【事業費】　◎収入　　0円　　　　　　◎支出　　　5,190円　　　◎支出　5,190円

⑥東海自治体学会研究フォーラムの運営協力　
【目的】  東海4県の市民、研究者、自治体職員が地域自治を研究する同会の運営を支援する。　　　　　　　
【内容】  　05年6月、9月に行われた研究会の運営事務を支援した。

【事業費】　◎収入　　10,000円　　　　◎支出　　　2,183円
４－３　　講師派遣事業
①ＮＰＯ講師派遣／②まちづくり講師派遣

【目的】　　市民団体・行政・企業等が行うまちづくりイベント等のコーディネート、企画運営に関する助言や講師などの紹介及び派遣を行う。

【内容】　　①豊田交通研究所・講演会、②知多市協働提案事業審査会、③西尾市指定管理者勉強会、④とよた市民活動センター「ＮＰＯはじめの一歩助成金」審査（２回）、⑤豊田市「地域まちづくり協議会」セミナー、⑥伊勢湾三河湾市民会議、⑦名古屋都市センター・指定管理者制度勉強会、⑧介護たすけあいフォーラムin愛知、⑨愛知県・ＮＰＯと行政の協働促進フォーラム、⑩㈱デンソー05年度環境社会懇談会「オープンハウス」、⑪愛知県地域活動推進スタッフ養成講座、⑫地域たすけあい研修会in日進　⑬愛知県生涯学習担当者研修会（2回）、⑭第4回市町村ＮＰＯ研究会（愛知県）、⑮愛知県市町村ＮＰＯ担当者会議

【事業費】　　◎収入　　67,680円　　　　◎支出　　　14,767円　　　◎支出　15,586円　

人材交流・ネットワーク推進事業

５－１　パブリック・アクセスセンター事業

①第4回「なごや・まちコミ映像祭」

【目的】　「まちづくり」をテーマとした映像による情報発信を促進するためのコンテストと、優秀作品の放送の促進、市民カメラマン・ディレクターの育成を図る。

【内容・実施日】　05年6月4日、5日（作品募集は04年12月1日～05年2月25日）
Ａ　作品上映と交流トーク（6月4日）

　　

　過去の「なごや・まちコミ映像祭」入賞作品を上映しながら、市民が制作するまちづくりビデオや市民放送・市民メディアの効果や意義について、出品者、審査員、主催者による交流トークを行った。

Ｂ　発表交流会（6月5日）
第4回「なごや・まちコミ映像祭」の最終ノミネート作品上映、公開審査会、表彰を行った。
【参加者】　　応募作品数86本　　　来場者　約1,600名

【実施形態】　　なごや・まちコミ映像祭“2005”実行委員会主催
【特記】　愛知県、名古屋市、日本映像ネットワーク、市民とメディア研究会・あくせす、（特）まちの縁側育み隊、本会による上記実行委員会を結成して、「愛・地球博」瀬戸場所にて市民プロジェクトとして実施した。
【事業費】　◎収入　1,470,000円　　　　◎支出　2,106,571円　　　◎支出　2,121,793

②万博市民放送局事業（ドキュメンタリーX）　

【目的】　　愛・地球博に参画する市民プロジェクトの取り組み等を取材し、ビデオ制作、インターネット放送を行う。市民制作ビデオの良さ、市民メディアの必要性をアピールする。
【内容】  １作品平均10分程度で仕上げ、本編作品を9本、サイドストーリーを16本制作した。独自サーバーを確保し、ＶＮＳ市民放送局として同時進行させ、万博終了後もアーカイブとして継承している。市民放送局は、万博瀬戸場所（ウェルカムハウス）に設置、万博に参加する市民に端末で紹介した。

【時期】  

05年3月～10月　　　　　　　　　　　　
【URL】　　http://www.expo-civic-tv.jp/　

【事業費】　◎収入 462,650円　　　　◎支出　487,331円

　　　　　◎支出　465,901円
③万博市民放送局事業（市民メディアネットワーク）　

【目的】　　　万博を機会に全国で行われている市民メディア事業をインターネットを通じてネットワーク化を図る。
【内容】  　全国の市民メディアによびかけ万博市民放送局のなかにチャンネルを設け、リンク網を形成した。万博後も継承している。

【時期】　　05年3月～10月

【URL】　　http://www.expo-civic-tv.jp/
【事業費】　◎収入 140,000円　　　　◎支出　30,547円　　　　　　　　　　◎支出　32,239円
④トークイベント「２１世紀における市民映像・市民メディアの可能性」企画運営

【目的】　　
なごや・まちコミ映像祭に出品された市民が制作したビデオ作品を鑑賞しながら、制作者等関係者がトークし、市民映像・市民メディアの良さをアピールする。

【内容】  　グランプリ作品等9本を鑑賞し、議論した。

◎トークゲスト；神戸富美子氏（スターキャットケーブルネットワークキャスター）、長尾正男氏（第1回なごや・まちコミ映像祭グランプリ受賞者）、間瀬寿夫氏（元ＮＨＫチーフカメラマン）。聞き手・司会；大西光夫。

【実施日・場所】　05年9月10日・ウィルあいち視聴覚教室・延べ50名参加

【事業費】　◎収入 180,000円　　　　　◎支出　83,729円◎支出　85,897円
⑤ビデオづくりサポート事業　

【目的】　　市民による情報発信を支援するため、ビデオ機材や編集スタジオの貸し出しを行う。
【内容】  デジタルビデオ、デジタルカメラ、三脚等、編集機材の貸し出しを行った。

【事業費】　◎収入　51,400円　　　　　◎支出　27,375円
５－２　ビデオ制作事業
①ビデオ制作事業

【目的】　　ビデオ制作を通してＮＰＯやまちづくり活動に関わる広報・研究活動を支援する。

【内容】　ＮＰＯやまちづくり活動に関わる広報・記録ビデオの制作・撮影・取材支援を行った。
【実施日】　　通年
【実施形態】　　制作元（２団体）からの委託の形で実施。
【事業費】　◎収入　450,000円　　　　◎支出　423,374円　　　　◎支出　 428,808円

５－３　人材交流事業
①団塊世代のキャリアをＮＰＯに活かすモデル開発プロジェクト

【目的】　　団塊世代を対象に、現役時代からＮＰＯ活動を知り、参加するプログラムを開発することで定年後の地域参加を促進すると共に、ＮＰＯの人材強化を目指す。
【内容・実施日・参加者】  

１　意識調査（回収数）

　　　　　団塊世代側　　　愛知県職員（571名）、トヨタ自動車社員（394名）

　　　　　受入ＮＰＯ側　　愛知県内のＮＰＯ法人（105団体）

２　セミナー「もっと知りたいＮＰＯ」

　　　　　10月9日・名古屋市民会館・40名　

　　　　　講師；大西光夫、鈴木盈宏、丹羽裕司、村上眞喜子、大橋 泉、川島典之

３　ＮＰＯ現場ツアー

　　　10月16日・西三河ツアー／刈谷市民ボランティア活動センター・高岡ふれあいバス協議会／豊田市生涯学習センター・豊南交流館・11名

　　　　　10月22日・名古屋ツアー／(特)介護サービスさくら・ゴジカラ村・15名

10月29日・知多ツアー／(特)ゆいの会・(特)りんりん・11名

４　ＮＰＯ活動体験プログラム（受入法人名）

　　　　　エコークラブインターナショナル／御用聞きと出前授業／菜の花／福祉サポートセンターさわやか愛知／まちの縁側育み隊／もやい／りんりん

【実施日】　　05年8月～06年2月

【実施形態】　　愛知県ＮＰＯ提案型協働モデル事業（◎協働部署；社会活動推進課、人事課、

職員厚生課、産業労働総務課、教育委員会生涯学習課、◎協力；トヨタ自動車㈱トヨタボランティアセンター）

【事業費】　◎収入　1,995,000円　　　　◎支出　1,895,652円◎支出　 1,593,166円

【評価】　　　ＮＰＯについて「聞く」「訪ねる」「体験する」の3ステップで参加を促進するプログラム・デザインができた。この事業を参考に、06年度も愛知県・名古屋市と協働で、職員のＮＰＯへの理解・参加を促進するプロジェクトを実施予定。
②農山村・都市交流促進事業キックオフワークショップ　

【目的】　　　東海地方において農山村と都市の共生･協働のネットワークとコーディネート拠点を作る（コーディネート拠点は名古屋市内栄地区などを想定）。

【内容】  　農山村と都市とを交流する従来の試みについて成果・課題の報告を受け、それをベースとして、広域的なネットワークと拠点づくりを「どうすれば実現できるか」を、ワークショップ形式で３グループに分かれ議論をした。参加者は、行政職員・市民など約40名。

　　　　　◎スピーカー　杉本末喜氏（杉本農園／三重県熊野市）、西尾勝治氏（大豆畑トラスト／岐阜県白川町）、森田昭夫氏（愛知県東栄町町長）

【実施日・場所・参加者】　　06年4月16日（日）・伏見ライフプラザ第１研修室・約40名。
【事業費】　　◎収入　37,000円　　　　　◎支◎支出　33,859円出　35,894円

③ＮＰＯ短期派遣研修

【目的】　　愛知県とＮＰＯとの相互理解のために、ＮＰＯ活動への従事体験を受け入れ、県職員のＮＰＯ及び本会の活動への理解を促進する。
【内容】  県職員2人を受け入れ、講座・訪問ツアー等の運営、調査活動、ＮＰＯ支援情報

の収集、理事会出席等の機会を提供すると共に、随時意見交換を行った。

【実施日】　　05年8月～06年2月、各々延べ10日間、５日間

【実施形態】　　愛知県県民生活部社会活動推進課実施の事業に受入協力
【事業費】　◎収入　　0円　　　　　◎支出　◎支出　　400円
④愛知淑徳大学インターン受け入れ　
【目的】　
ＮＰＯ・まちづくり活動に関心を持つ学生に業務体験の機会を提供することによ

り、若者のＮＰＯへの理解を深めると共に、ＮＰＯで活躍する人材の育成を行う。

【内容】  愛知淑徳大学文化創造学部４名（榎田ゼミ）、医療福祉学部２名、コミュニケーション学部１名、計７名の学生を受け入れ、ＮＰＯ財務データベースの作成、ＮＰＯ支援の現場訪問、本会の業務体験、ＮＰＯに関わるレクチャーなどを行った。

【実施日】　　05年6月～9月

【事業費】　◎収入　　0円　　　　　◎支出　◎支出　　0円　　0円

⑤愛知・川の会企画委員会への参加　
【目的】　　川を活かしたまちづくり活動のネットワーク化を促進する試みに参加・協力する。

【内容】  会員間の情報交換、交流を目的としたイベントの企画委員会へ参加した。

【実施日】　委員会は、05年5月12日、5月18日、10月18日、12月13日、12月19日、

06年3月28日、4月11日の計7回
【企画委員】　　県内の川づくりに取り組む団体・個人有志
【備考】　愛知・川の会は、（社）日本河川協会に属する愛知県在住の会員有志で組織。
【事業費】　◎収入　　0円　　　　　　◎◎支出　　0円支出　　0円

５－４　ＮＰＯの協働の広場づくり事業
①旧本陣小学校活用検討　

【目的】　　廃校となる旧本陣小学校のＮＰＯによる活用を進める。

【内容】　02年から名古屋市と折衝し要望書を提出するなどしてきた取り組みが実現し、入居者募集を05年度に行い、06年4月から「地域密着型ビジネス支援施設COMBi本陣」として開設された。これにあたって、市内のＮＰＯ向けに募集・広報を支援した。

【実施日】　　通年
【事業費】　◎収入　　0円　　　　◎支出◎支出　　　0円　　　0円

②揚輝荘活用検討　

【目的】　　歴史的建造物である揚輝荘のＮＰＯによる保全・活用を支援する。

【内容】　揚輝荘の一部がマンション開発され、一部が名古屋市に寄付されることから、任意団体として活動してきた「揚輝荘の会」が、寄付部分の保全管理を請負うことを展望して、06年3月にＮＰＯ法人となった。任意団体から引き続き大西理事長

が理事に就任し、支援を継続している。
【実施日】　　通年
【事業費】　◎収入　　0円　　　　　　◎◎支出　　　0円支出　　0円

③なごやボランティア・ＮＰＯセンター管理運営　

【目的】　　名古屋地域のＮＰＯ・ボランティアグループへの相談・研修、ネットワーク化の

促進を行うと共に、市民の参加を促進するための総合窓口を担いながら、市民活動の発展を支援する。
【内容】　同センターの運営にあたるコンソーシアムの代表を務めると共に、職員２人を派遣し

た。センターでは、施設運営と共に、相談対応、講座運営、啓発・情報提供、ネットワーク促進等に取り組んだ。
【実施日】　　通年

【実施形態】　名古屋市指定管理者として、(特)ボラみみより情報局、(特)名古屋ＮＧＯセンターと共に、管理運営にあたった。
【事業費】　◎収入　3,263,318円　　　　　◎支出　3,002,995円　◎支出　3,248,807円

【評価】　　多様な事業を実施したことで全般的な利用者数の増加につながり、市民活動の裾野を

広げることに役立った。ボランティア支援と団体支援の両方が必要とされており、後者のさらなる充実のためにコンソーシアム3団体との連携・協働が必要とされる。

④中部環境パートナーシップオフィス管理運営

【目的】　　環境パートナーシップを推進するための各種事業等を企画・運営することにより、市民、環境ＮＧＯ／ＮＰＯ、行政、企業等、社会を構成する様々な主体によるパートナーシップによる取り組みのための基盤形成を促進する。

【内容】　①調査研究・パートナーシップテーブルづくり、②世代・内外をつなぐ、③セクター間をつなぐ、④パートナーシップに関する情報基盤の整備をテーマに、各エリアでのタウンミーティングによるキーパーソンとのつながりづくり、企業の環境報告書を読む会、持続可能な開発のための教育などに取り組んだ。問合せ・相談は計230件。

対象地域は、富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県。
【実施日】　　05年9月1日より通年

【実施形態】　環境省中部地方環境事務所委託事業
【事業費】　◎収入　8,800,000円　　　　　◎収入　8,615,709円　◎支出　8,407,305円
⑤こどもが選ぶ「美しい豊かなまち百選」企画・運営　
【目的】
子どもの目から見た「100年後に残したい、あいちの景観」の写真コンテストの企画・運営を行い、まちづくりへの関心の高める。

【内容】
標記事業の企画・運営を行い、146の応募作品を展示した。審査の結果、優秀作品15を選び、「ハウジング＆リフォームあいち2006」にて展示、表彰を行った。

審査員；寺本潔（愛知教育大学教育学部教授）、鈴木賢一（名古屋市立大学大学院

芸術工学研究科助教授）、筒井裕子（一級建築士、筒井裕子建築研究所所長）　

【実施日・場所】　「ハウジング＆リフォームあいち2006」にて表彰式　06年3月11日／吹上ホール
【実施形態】
愛知県住宅企画課主催、企画運営を㈱創建から受託　
【事業費】
　◎収入　600,000円　　　　　◎◎支出　190,373円支出　209,456円

⑥「ハウジング＆リフォームあいち2006」へのＮＰＯの企画参加コーディネート

【目的】　　住まい・まちづくり系ＮＰＯへの社会的な関心と評価を得るためのアピールを行う。

【内容】　　標記事業へのＮＰＯのブース出展、イベント企画をコーディネートした。4団体によるブース出展、２団体によるイベント企画が行われた。

【実施日・場所】　06年1月～3月。イベントは3月10･11･12日・吹上ホール。

【実施形態】　ハウジング＆リフォームあいち実行委員会による事業に協力　

【事業費】　　◎収入　　0円　　　◎支出　1◎支出　　1,100円

市民団体等事務局代行事業
６－１　市民団体等事務局代行事業

【目的】　　事務局機能が不十分な市民団体の活動を支援するため、連絡窓口、会員管理等の事務局業務の代行を請負う。下記３団体の事務局実務を行った。

【事業費】
　◎収入　4,804,604円　　　　　◎支出　4,721,405円◎支出　4,483,389円

①（特）医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海　

【内容】  　連絡、会員管理、会報編集・発行、ホームページ更新、その他事業に関する事務

【実施日】　　通年

【場所】　　　本会事務所に併設　

【評価】　　05年度は、医療系の学生に医療・保健・福祉の市民活動に関心を持ってもらうための研修活動に着手した。

②市民とメディア研究会・あくせす

【内容】　　連絡窓口業務

【実施日】　通年

【場所】　　本会事務所に併設

③（特）移動ネットあいち　

【内容】  　愛知県内のＮＰＯ等が移動困難者のための非営利の有償移動サービスを、道路運送法第80条第１項に基づき継続遂行できるよう、各団体に対して法の理解の促進、申請・許可取得の支援、事務局体制の整備、運転ボランティアへの安全運転教育、愛知県へのセダン特区申請の要望などを行う同会の運営を受託・支援した。安全運転教育受講者は970名。
【実施日】　通年

【備考】　　ＮＰＯ提案型協働モデル事業を愛知県から委託されたことにより、申請・許可取得の相談支援、運転教育等を補強することができた。

【評価】　　05年３月末段階で92の非営利団体が加盟。愛知県、県下市町村、タクシー協会と協働しつつ、基準に沿った運送体制を整備し、県下64市町村中、41市町村等で運営協議会が発足し、福祉有償運送サービスを継続する成果を収めた。

Ⅱ；その他の事業　　　

2005年度は実施せず

Ⅲ；総会　

①実施日　　　05年6月25日（日）　13:00～14:00
②場　所　　　椙山女学園大学

③出席者数　　正会員総数101名中、本人出席者17名、委任状51名

④議　題　　１）2004年度事業報告書の承認の件　＜決議事項＞

　　　　　　　　　　　２）2004年度収支計算書・貸借対照表・財産目録の承認の件＜決議事項＞、及び、監査報告の確認について

３）2005年度役員の就任について＜決議事項＞

４）2005年度事業計画・予算の報告　＜報告事項＞

Ⅳ；理事会　

2005年度は13回開催され、いずれも本会事務所で行われた。
	第51回
	5月19日　19:00～22:00
	▼2004年度総括について

▼2005年度事業計画・予算について、役員補充について

▼年次総会について

	第52回
	6月6日　 19:00～21:30
	▼2004年度事業報告・決算の承認

▼2005年度事業計画・予算の承認

	第53回
	6月19日　12:15～12:45
	▼2005年度役員の就任について

	第54回
	7月4日　 19:00～21:30
	▼主要事業の課題と対策について

▼委託事業申請（ＥＰＯ中部）の件

▼新規事業（農山村都市交流）開発の件

	第55回
	8月1日　19:00～21:40
	▼委託事業（リニモ活用検討モデル事業）申請の件

▼新規職員採用の件

	第56回
	9月5日　19:00～22:20
	▼主要委託事業、事業構成の確認

▼労働条件の整備について

▼会計テキスト出版について

	第57回
	10月6日　19:00～22:00
	▼事業進捗状況の確認

▼ＶＮＳの組織運営の展望について

	第58回
	11月1日　19:15～22:20
	▼次年度事業の構成

	第59回
	12月6日　19:00～22:00
	▼次年度の人事体制について

▼次年度の事業構成について

	第60回
	1月10日　19:00～21:30
	▼次年度の事業構成について（福祉事業の展開）
▼新規事業（農山村都市交流）の枠組みについて

	第61回
	2月7日　 19:00～21:50
	▼新規職員採用の件

▼なごや・まちコミ映像祭の継続について

	第62回
	3月7日　 19:00～22:00
	▼新規事業（農山村都市交流）と他事業との連携について▼自主事業の展望について

	第63回
	4月5日　 19:00～22:00
	▼設立後5年間を振り返っての総括

▼2006年度委託事業の動向について

▼第5回総会について
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